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湿 潤 熱 帯 の 低 地 一 山 地 景 観 に お け る 森 林 利 用 の 変 遷 と そ の 要 因
ー キ ナ パ ル 山 と Deramakot 商 業 保 護 林 地 域 の 土 地 利 用 変 遷 ー
北 山 兼 弘 ( 京 都 大 学 ・ 生 態 学 研 究 セ ン タ ー )
湿 潤 熱 帯 で は 過 去 3 0 年 に 急 激 な 土 地 利 用 に よ る 森 林 減 少 が 生 じ た が 、 同 じ 経 済 ・ 社 会 要 因 が 背
景 に あ っ た と し て も 植 生 帯 ( バ イ オ ー ム あ る い は 気 候 帯 ) が 異 な れ ば 森 林 減 少 の パ タ ー ン が 異 な
る 可 能 性 が あ る 。 ま た 、 植 生 帯 が 異 な る こ と に よ っ て 、 土 地 ( 森 林 ) 利 用 変 遷 の ド ラ イ ピ ン グ ・
フ ォ ー ス 自 体 が 異 な っ て く る 可 能 性 も あ る 。 景 観 レ ベ ル の 大 き な ス ケ ー ル で 、 は 、 気 候 や 大 地 形 が
原 植 生 ( お よ び そ の 生 物 多 様 性 ) や 利 用 形 態 を 支 配 し て い る た め で あ る 。 ボ ノ レ ネ オ 島 の サ バ 州 で 、
は 特 に 大 地 形 の 起 伏 が 激 し く 、 様 々 な 森 林 帯 ( 気 候 帯 ) が 見 ら れ 、 そ こ に お け る 森 林 利 用 の 変 遷
も 森 林 帯 に 依 存 し て い る と 仮 定 で き る 。 こ れ を 検 証 す る た め に 、 最 高 峰 の キ ナ バ ル 山 (4 ， 095m )
か ら 緩 や か な 起 伏 の 低 地 Dera ma kot に か け て 仮 想 的 な ト ラ ン セ ク ト を と り 、 山 地 と 低 地 の 森 林 利
用 、 及 び そ れ ら の ド ラ イ ピ ン グ ・ フ ォ ー ス の 比 較 を 試 み た 。 比 較 し た 2 つ の ト レ ー ニ ン グ ・ サ イ
ト は 以 下 の よ う で あ る 。
山 地 : キ ナ パ ル 山 の 南 面 ( 標 高 409 5m- 600m の 急 峻 な 地 形 ) 14， 805h a  
低 地 Deramakot ( 標 高 約 200m の 波 状 E 陵 ~ 平 地 ) 35 1， 011ha  
各 ト レ ー ニ ン グ ・ エ リ ア で は 、 ラ ン ド サ ッ ト ・ デ ー タ に よ る 教 師 付 き 分 類 を 行 っ た 。 山 地 の 森 林
( 土 地 ) 利 用 は 、 厳 正 な 保 護 区 を 中 心 に し て 、 そ の 周 辺 で 森 林 か ら 組 放 的 焼 き 畑 耕 作 地 、 集 約 的
高 原 野 菜 耕 作 地 、 大 規 模 酪 農 草 地 及 び ゴ 、ル フ 場 へ の 転 換 が 進 ん だ 。 森 林 利 用 の 変 遷 は 、 山 地 で は 、
冷 涼 な 気 候 と 密 接 な 関 わ り を 持 っ て い る 。 土 地 利 用 変 化 は 小 規 模 パ ッ チ 状 に 進 行 し た 。 Dera makot
は 伝 統 的 な 集 落 か ら 遠 く 、 土 地 利 用 形 態 は よ り 近 代 的 で あ り 、 そ れ は 商 業 伐 採 と オ イ ル パ ー ム の
プ ラ ン テ ー シ ョ ン 造 成 に よ り 大 規 模 一 斉 状 に 進 行 し た 。 同 じ 1991 年 か ら 20 02 年 で 比 較 す る と 、
キ ナ バ ル で 、は 保 護 区 周 辺 で 、 約 55 0ha の 原 生 林 が 減 少 す る 一 方 、 約 25 00h a の 耕 作 放 棄 後 の 植 生 回 復
(主 に 二 次 低 木 林 へ ) が 見 ら れ 、 回 復 と 裸 地 化 は 措 抗 し た 。 D eramakot で は 、 森 林 消 失 が 一 方 的
に 進 ん だ 。 こ の よ う な 、 土 地 利 用 形 態 の 違 い は 、 生 物 多 様 性 に も 異 な る 時 空 間 的 な 影 響 を 及 ぼ す
だ ろ う 。
山 地 の 保 護 区 ( キ ナ バ ノ レ 公 園 ) は 第 二 次 大 戦 の 惨 禍 を 伝 え る 自 然 モ ニ ュ メ ン ト と し て 始 ま っ た 。
し か し 、 そ の 後 、 激 し い 起 伏 や 標 高 変 化 が も た ら す 多 様 な 生 物 の 研 究 が 進 み 、 低 地 か ら 山 頂 ま で
連 続 し た 植 生 帯 と 多 様 な 生 物 に 人 類 の 遺 産 と し て の 価 値 を 見 出 し 、 世 界 遺 産 と し て 登 録 さ れ た 。
こ こ で は 、 生 物 多 様 性 は 保 全 さ れ な け れ ば な ら な い も の で 、あ っ て 、 保 全 政 策 は 「エ ク ス パ ー ト 型 J
の 専 門 委 員 会 に よ っ て 決 定 さ れ 、 厳 然 た る 境 界 線 の 中 に は 村 落 や 異 な る 土 地 利 用 が あ っ て は な ら
な い 。 73 ， 500ha の 総 面 積 の う ち 、 代 償 植 生 は わ ず か 6. 聞 を 占 め る に 過 ぎ な い 。 境 界 線 の 中 で の 生
物 多 様 性 の 収 奪 穫 的 利 用 は 、 " encroa chment" と 見 な さ れ る 。
低 地 で 、 は 高 温 の た め に 森 林 の バ イ オ マ ス や 生 産 が 大 き く 、 波 状 正 陵 ~ 平 地 地 形 の た め に 同 質 の
森 林 が 広 面 積 に 広 が る 。 そ の よ う な 低 地 の 商 業 林 利 用 は 、 特 定 の 樹 種 に 木 材 と し て の 価 値 を 見 出
し 、 こ れ ら の 種 を 積 極 的 に 育 林 す る 手 法 を と り つ つ (Malaya n Uniform System) 、 選 択 的 な 伐 採 を
行 う 択 伐 が 主 体 で 、 あ っ た 。 伐 採 を 行 う 業 者 に は 、 「伐 採 権 」 が 与 え ら れ る 。 本 来 な ら 適 正 な 伐 期 を
守 り 持 続 的 に 材 を 維 持 す る 伐 採 権 シ ス テ ム は 、 明 ら か に 失 敗 し た と 言 え る 。 伐 採 権 の 問 題 は 、 土
地 は 州 政 府 に 帰 属 し つ つ 、 短 期 の 伐 採 権 を 与 え た こ と か ら 派 生 す る 。 こ の た め に 、 資 源 の 帰 属 と
管 理 意 識 に 阻 離 が 生 じ 、 乱 伐 が 一 気 に 進 行 し た 。 こ の よ う な 現 状 の 中 、 伐 採 権 シ ス テ ム は サ パ 州
で は 既 に 廃 止 さ れ 、 資 源 の 帰 属 意 識 を 高 く 持 つ 業 者 に 100 年 の 長 周 期 で の 森 林 管 理 を 委 譲 す る シ
ス テ ム に 移 行 し つ つ あ る 。 す な わ ち 、 管 理 主 体 は 長 期 的 に 森 林 を 利 用 し て 、 経 済 的 利 益 を 得 て い




























3由2 棺8< 1鍵泌市JC .~田 1押2'曽有惜IG 惜掴;noo :ol2 ，由4
年
伐採権 伐採権廃止
「よじお.11ニニ川
サパ州政府の森林関連産業からの歳入変化と伐採権の変化
4 
